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撮影日時：２０１８年４月２８日（土）１４時２８分 
撮影場所：小女郎ケ池（滋賀県） 

滋賀の西を走る雄大な比良山系の中で、武奈ヶ岳に
次いで２番目の標高を誇る「蓬莱山」（標高１１７４ｍ）
は山頂に「びわ湖バレイ」のレジャースポットが広が
り、県民に親しまれている。 
その「蓬莱山」の山頂から尾根筋を南西へ約２０分

ほど下った所に県下で最も標高の高い位置(１０６０
ｍ)に「小女郎ケ池」がある。 
地元の人々からは、雨ごいの池として崇められる小

さな池で、風光明媚であるが、ここまでわざわざ足を
伸ばす人は極めて少ないようである。 

撮影の経過：知人の登山家の案内で、友人と初登山を楽しんだ。 
８時半に JR湖西線の和邇駅に集合。タクシーに約１０分程乗車して登山道の入口で下車。まずは権現

山山頂を目指し、そこから尾根伝いにホッケ山、蓬莱山、打見山山頂を歩き、ロープウェイで下山するコ
ースである。 
快晴で清々しく、登り始めた頃はイワカガミやスミレなどの愛らしい植物を何度も写真に収めたが、標

高１０００ｍを超えると高山植物もなくなり、私はひたすら天を仰ぎ、紺碧の空に心を慰められた。 



この頃、私は私生活で苦境に陥っており、精神的に落ち込む日々を過ごしていたが、この日は何もかも
忘れて自然との一体感に陶然とするような時間を楽しんだ。 
「今日は私にとって天国に一番近い日よ！」と案内役の登山家に感謝しながら、身も心も晴れ晴れする

ような解放感を味わっていた。 
時間に少しゆとりがあったので、ホッケ山山頂を過ぎ、お椀を伏せたような蓬莱山山頂を仰ぎながら、

少し脇道に逸れ、小女郎ケ池に行ってみることにした。 
ここだけは訪れる人も殆どなく、ひっそりと静まり返っていたが、湖面に太陽光がキラキラ反射し、美

しかった。滞在時間は１０分にも満たなかったが、その間、私は美しい風景を２０枚、iPhone で撮影し
た。 
池の上空に UFO が写り込んでいるのに気が付いたのは、２年５か月も経ってからである。 
ＣＣ会の UFO 観測会が予定されている丁度その日、「そう言えば、以前に撮影した登山の写真に UFO

のようなものが写り込んでいたっけ」と思い出し、画面の大きな iPad で眺めた時に、画面にゴミと見紛
うような小さな１基を発見した（観測会の Zoom報告会で、「その下にもう１基ある」と教えていただき、
びっくり仰天した）。 
小女郎ケ池の写真で UFO が写っていたのは１枚だけであったが、登山中に撮影した約１５０枚の内の

何枚かにも非常に小さなUFO らしき物体が写り込んでいた。 
案内役の登山家が苦笑する程、私は「空が綺麗！」と歓声を挙げながら、ひたすら空を見上げて歩いて

いたが、登山中、空に異形のものを見ることはなく、UFO の存在に気がつくこともなかった。 
 

 
 
 

小女郎ケ池 

小女郎ケ池 


